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文化とは文化とは （広辞苑によると）（広辞苑によると）

文徳で民を教化すること文徳で民を教化すること

世の中が開けて生活が便利になること世の中が開けて生活が便利になること

人間が自然に手を加えて形成してきた物心両面人間が自然に手を加えて形成してきた物心両面
の成果。の成果。

衣食住をはじめ技術・学問・芸術・道徳・宗教・政衣食住をはじめ技術・学問・芸術・道徳・宗教・政
治など生活形成の様式と内容とを含む。治など生活形成の様式と内容とを含む。

文明とほぼ同義に用いられることが多いが、西洋文明とほぼ同義に用いられることが多いが、西洋
ではでは人間の精神的生活に関わるものを文化人間の精神的生活に関わるものを文化と呼と呼
び、技術的発展のニュアンスが強いび、技術的発展のニュアンスが強い文明文明と区別すと区別す
る。る。



では、災害文化とはでは、災害文化とは

（自然）災害を通じて、人間が培ってきた（自然）災害を通じて、人間が培ってきた

学問、技術、教育、政策などの学問、技術、教育、政策などの

精神的生活に関わるもの精神的生活に関わるもの

具体的には具体的には

・災害科学・災害科学

・防災技術・防災技術

・防災計画、政策・防災計画、政策

・防災教育・防災教育

etcetc

共生とは共生とは （広辞苑によると）（広辞苑によると）

ともに所を同じくして生活することともに所を同じくして生活すること

相対立するものが調和を持ちながら共存相対立するものが調和を持ちながら共存

自然自然 ｖｓｖｓ （災害）（災害）文化文化

文化：文化：人間が自然に手を加えて形成人間が自然に手を加えて形成

してきた物心両面の成果してきた物心両面の成果



自然災害と災害文化自然災害と災害文化

自然による外力（地震のゆれ、津波の高さ、自然による外力（地震のゆれ、津波の高さ、

高潮の高さ、河川の水位の高さなど）高潮の高さ、河川の水位の高さなど）

は同じでもは同じでも

人間社会の受け方は、社会によって異なる人間社会の受け方は、社会によって異なる

災害の内容、規模は異なる災害の内容、規模は異なる

日本人の災害観日本人の災害観

1.天譴論

2.天命論

3.根生論



防災の正しい態度防災の正しい態度

災害を

正しく知って
正しく恐れ
正しく準備し (地域によって異なる)
正しく行動する (環境を知る)

災害文化（防災文化）

正しく知る・・・過去に学ぶ正しく知る・・・過去に学ぶ

記念碑記念碑

体験記体験記

体験談体験談

物語物語

科学的な解釈
・何が起こったのか
・何が被害の原因だったのか
・どうすれば被害は防げたのか

教材は



記念碑記念碑

明治三陸大津波伝承碑（大船渡市三陸町綾里）

防災システム
研究所のＨＰより

津波記念碑（田老町） 海嘯碑（大船渡市）

津波供養塔（田老町） 津波記念碑（釜石市唐丹）

防災システム研究所のＨＰより



櫻島爆発記念碑櫻島爆発記念碑

数理設計研究所 玉置晴朗氏ＨＰより

櫻島爆発記念碑

大正三年一月十二日、桜島の爆発は安永八年以来の大惨禍に
して、全島猛火に包まれ、火石落下し、降灰天地を覆い、光景惨憺
を極め、八部落を全滅せしめ、百四十人の死傷者を出せり、その爆
発の数日前より、地震頻発し、岳上は多少崩壊を認められ、海岸に
は熱湯湧沸し、旧噴火口よりは白煙を揚がる等、刻々容易ならざる
現象なりしを以って、村長は、数回測候所に判定を求めしも、桜島
には噴火なしと答う。故に村長は、残留の住民に、狼狽して避難す
るに及ばずと論達せしが、間もなく大爆発して測候所を信頼せし、
知識階級の人却て災に投じ、漂流中、山下収入役、大山書記の如
きは終に悲惨なる殉職の最後を遂ぐるに至れり。
本島の爆発は古来歴史に照らし、後日復亦免れざるは必然のこと

なるべし。住民は理論に信頼せず、異変を認知する時は、未然に
避難の用意、尤も肝要とし、平素勤倹、産を治め、何時変災に遭う
も路頭に迷はざる覚悟なかるべからず。
大正十三年一月 東桜島村



２００５年 台風１４号（羅漢山）

山口県ＨＰより

錦川流域浸水地域



錦帯橋の被害状況

岩国市横山の浸水状況

キジヤ台風キジヤ台風(25.9.12)(25.9.12)

錦帯橋流出

270年流出しなかった

錦帯橋がなぜ！？



昭和３０年代までは毎年のように
数千人が犠牲になっていた

地震による犠牲者 風水害による犠牲者

西日本の地震活動
の周期性

約１００年を周期に
活動期と静穏機が

繰り返される

西日本の地震活動西日本の地震活動



東南海・南海地震

中央防災会議資料ＨＰより

地震発生のメカニズム



東南海・南海地震による震度

中央防災会議資料ＨＰより

南海地震が起こったら

津波シミュレーション



五台山から高知市を望む五台山から高知市を望む
上：昭和２１年南海地震直後上：昭和２１年南海地震直後
下：現在の市街地下：現在の市街地
（高知大学理学部（高知大学理学部 岡村教授岡村教授HPHP））

実は、土佐日記の時代は上の写真のようだった

蛤御門



今も弾痕が

日本海中部地震の例日本海中部地震の例
（１９８３．５．２６（１９８３．５．２６ Ｍ７．７）Ｍ７．７）

地震が起こったら、海岸へ逃げろ！地震が起こったら、海岸へ逃げろ！

日本海側では、地震が起こっても津波は来日本海側では、地震が起こっても津波は来
ない！ない！

男鹿地震（男鹿地震（19391939年年55月月11日）日）M6.8M6.8
全壊家屋全壊家屋479479，半壊家屋，半壊家屋858858，死者，死者2727名、名、
負傷者負傷者5252名、土砂災害（津波なし）名、土砂災害（津波なし）

104名が死亡、内100名が津波で死亡



男鹿半島 加茂青砂海岸

この海岸に
津波が押し寄せた



犠牲になった
１４人の子ども達の
慰霊碑

北海道南西沖地震北海道南西沖地震の例の例
（１９９３．（１９９３．７．１２７．１２、Ｍ７．８）、Ｍ７．８）

津波津波

日本海中部地震からちょうど日本海中部地震からちょうど1010年度年度

津波の襲来時間が・・・・津波の襲来時間が・・・・

津波のあとに大火災津波のあとに大火災



奥尻島で
起こったこと



津波の爪痕



空より奥尻島を見る

モニュメント



モニュメントの上にて
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津波記念館

「地震」
青苗小学校六年・安達綾乃

地震がおきた 津波が来て あっという間に

多くを飲み込んだ 大勢の命を奪っていった

もう地震は来るな 幸せを返せ 命を返せ

友達を返せ

もう二度と地震は来るな



「いないんだ」
青苗小学校六年・飯田 桂

聞いたときには 泣けなかった
またにっこり笑って 名前を呼んでくれるような
気がして 泣けなかった ま
た元気に「おはよう」って 言ってくれるような
気がして 泣けなかった

このごろよく思う 「いないんだ」って

「もういないんだ」って・・・

「お父さん」 稲穂小学校六年・大須田洋介

お父さん元気か おれは元気だよ お父さんの時計

だいじにはめてるよ

この時計はめてお父さんはつぶかごのあみをなおしたよね

「洋、ひももって来い」といって おれに手伝わせながら

家でひるねをする時も はめてたよね

だけど今は お父さんののこしていった時計だけ・・・

つぶかごから帰る時間になっても お父さんは来ない

だからおれはさびしい かっぱを着て しおをかぶって

かみがぬれたお父さん

元気にわらって 帰ってきて みんなまってるから

早く帰ってきて



何をまもるか？何をまもるか？

取り返しのつかないものをまもる。取り返しのつかないものをまもる。

何はともあれ、何はともあれ、命命を守る！を守る！

つぎにまもるものは？つぎにまもるものは？

その人、家族、地域の価値その人、家族、地域の価値

→→ 文化に依存文化に依存

自然自然を考えながらを考えながら防災を考える防災を考える

自分の住んでいる自分の住んでいる自然、自然、地域の特色を、地域の特色を、
災害という観点から見てみる。災害という観点から見てみる。

→→地震が起こるとどのようなことが起こるか？地震が起こるとどのようなことが起こるか？

台風が来るとどのようなことが起こるか？台風が来るとどのようなことが起こるか？

集中豪雨があるとどのようなことが起こるか？集中豪雨があるとどのようなことが起こるか？

････



宇部市自主防災研修事業宇部市自主防災研修事業

住民によって作成され
た防災マップ

（宇部市神原校区）

地図上には危険箇所、避
難場所、防災資源となる
場所が示されている

図上訓練風景住民が住民に向けて語る！

宇部市自主防災研修事業宇部市自主防災研修事業



個人・地域の防災力の向上を
防災学習・訓練を
自分の住んでいる地域の自然・人を知る

自分たちの命、財産は自分たちで守る

ちょっとした知識の有無が
　　　　　　　　　生死を分ける

そのためにも日頃から防災意識を！

災害文化へ

災害から文化財を守る災害から文化財を守る

山口県の建造物の国宝は？山口県の建造物の国宝は？



功山寺仏殿.jpg功山寺仏殿.jpg

国宝功山寺仏殿（山口県HPより）

国宝住吉神社本殿（山口県HPより）



国宝瑠璃光寺

災害から文化財を守るためのシンポジウム災害から文化財を守るためのシンポジウム

萩市にて萩市にて

来年来年11月下旬月下旬（（11月月2626日は文化財防火デー）日は文化財防火デー）

防火訓練とシンポジウム防火訓練とシンポジウム

基調講演＆パネルディスカッション基調講演＆パネルディスカッション

火災発生
一斉放水

初期消火の様子

写真はいずれも文化庁・
消防庁のＨＰから



ご清聴ありがとうございました。


